
寒さと雪対策 

長野県知財総合支援窓口 久保 順一 

 

１．はじめに 

 近年、地球温暖化が政策的・経済的な課題であり、

報道でも多く取り上げられています。反面、寒さや降

雪に対する対応を減らして、生活上の不具合が発生

しないか気になるところです。 

そこで、寒さ（気温）や降雪量の状況と、それに対

応する技術開発の動向を知財面から調べてみました

ので、お知らせします。 

 

２．気温と降雪量の変化（図１，２） 

（１）気温の変化 

 長野市の年平均気温と、最低気温の変化をグラフ化しました（気象庁データより。図

１、２））。 

① 年平均気温は、２０１５年以降、上昇傾向にあります。理解しやすいように５年 

間ずつの平均気温を比較すると、２０１０～２０１４年は１２．２℃だったものが、２

０１５～２０１９年は１２．９℃、２０２０～２０２４年には１３．２℃と、１０年間

で１．０℃上昇しており、地球温暖化の影響が表れていると思われます。 

② 一方、長野市の１年間での最低気温（図２）は、上下動はあるものの、５年間ご 

との平均値で、―９．５℃前後の横這い状態であり、変化は見られません。 

  ③このように、平均気温は上昇しているものの、最低気温は変化しておらず、その結

果、温度差（寒暖差）はむしろ大きくなっているという実状になっています。 

（２）降雪量の変化 

 長野市の年間降雪量を示します（気象庁データ、図３）。 

 変動が大きいため、前項と同様に５年単位の平均値を比較すると、２０１０～２０１

４年は１７４ｃｍだったものが、２０１５～２０１９年は１４１ｃｍ、２０２０～２０
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図２ 長野市の最低気温
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図１ 長野市の平均気温



２４年は１１８ｃｍと、１０年間で３割減少し

ており、地球温暖化の影響と思われます。なお、

関東甲信全体では、さらに減少傾向が強く、同

様の比較で４割（６割減）になっています。 

 

３．特許件数の推移 

（１）出願と登録件数 

 キーワードを「（寒さ＋寒冷）×対策」及び「雪

×対策」として、Ｊ－Ｐｌａｔｐａｔ（特許情報

プラットフォーム）で検索・調査を行いました。 

 その結果、雪対策の特許出願件数は横這い状態であるものの（図５）、寒さ対策の件数

は、２００５年前後に増加したものの、その後減少が続いています（図４）。 

 なお、前記は出願件数の動向ですが、登録件数は増加しており、権利化された件数は

増加している状況にあります。 

 

（２）出願件数と気温・降雪量の関係（図６，７） 

 次に、寒さ・降雪量の変異と、特許出願件数との関係を同一のグラフに表示して比較

してみました。 

 

① 長野市の平均気温は、１０年間で１℃上昇したと記しましたが、寒さ対策の特許出 

願は全く逆の動きをしています（図６）。平均値では、２０００〜２００４年の出願は２
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図３ 長野市の降雪量
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図５ 雪対策特許件数
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図４ 寒さ対策特許件数
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図７ 降雪量と特許

特許出願 ⻑野市降雪量
関東平年⽐
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図６ 寒さと特許

特許出願 ⻑野市平均気温



４７件／年であったものが、２０１０〜２０１５年は１９４件、２０２０〜２０２３年

には１５８件となり、６４％に減少しています。 

② 降雪量は、１０年間で長野市は７割、関東甲信では４割に減少していますが、 

雪対策の特許出願件数は、２０００〜２００４年は３２６件／年、２０１０〜２０１５

年は２７０件、２０２０〜２０２３年には３００件であり、減少は見られません（図７）。 

 

４．技術内容の変遷 

 各特許出願には、技術の内容を表す特許分類

（略称「ＦＩ」）が特許庁によって付与されて

います。その内訳を確認すると、その時期ごと

に必要とされ、開発された技術の内容を知るこ

とができます。 

（１）寒さ対策の技術について 

 図８に、現在の上位の技術分類、並びにかつ

て１位になった分類の推移を示します。 

 現在は、情報通信技術（Ｇ０６Ｑ５０）が最

も重視されており、衣服（Ａ４１Ｄ１３）と医

薬品（Ａ６１Ｋ３１）がそれに続いています。 

 そして、２０１０年には二次電池（Ｈ０１Ｍ１０、充電式電池）、２０００年には燃料

電池（Ｈ０１Ｍ１８、水素と酸素を化学反応させて発電する方式）、１９９０年には鉄合

金（Ｃ２２Ｃ３８，建築材）が１位でした。 

 ２０年前から医薬品（Ａ６１Ｋ３１）、３０年前から二次電池（Ｈ０１Ｍ１０）が急増

しましたが、燃料電池（Ｈ０１Ｍ１８）は１０年前から急減しています。 

図９ 寒さ対策に関する技術の内容 

技術分類 内容（概要） 順位 

Ｇ０６Ｑ５０ ビジネスプロセスの実施に適合した情報通信技術 １ 

Ａ４１Ｄ１３ 職業用、工業用またはスポーツ用の保護衣類 ２ 

Ａ６１Ｋ３１ 有機活性成分を含有する医薬品製剤 ２ 

Ｈ０１Ｍ１０ 二次電池 ４ 

Ｃ２２Ｃ３８ 鉄合金 ３４ 

Ｈ０１Ｍ８ 燃料電池 ６８ 

（２）雪対策の技術について 

 寒さ対策の技術と同じく情報通信技術（Ｇ０６Ｑ５０）が１位であり、幅広い分野で

重視されていることが確認されました。 

２位は道路における交通制御システム、以下、管理一般（Ｇ０６Ｑ１０）、船に関する

航行装置（Ｇ０１Ｃ２１）が続いています。 

２０１０年にはＰＶモジュール（太陽光発電）の支持構造（Ｈ０２Ｓ２０）、１９９０

年には雪下ろし・融雪技術（Ｅ０４Ｄ１３）が上位でしたが、現在は下がっています。 
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 航行装置・ナビゲーション（車を含む）

（Ｇ０１Ｃ２１）が２０２０年以降に急

増して５１位から４位なった反面、デジ

タル計算またはデータ処理の装置または

方法（Ｇ０６Ｆ１７）が１位→１３位→４

４位と減少していることが注目されま

す。 

 

 

 

図１１ 雪対策に関する技術の内容 

技術分類 内容（概要） 順位 

Ｇ０６Ｑ５０ ビジネスプロセスの実施に適合した情報通信技術 １ 

Ｇ０８Ｇ１ 道路上の車両に対する交通制御システム ２ 

Ｇ０６Ｑ１０ 管理；経営（全体的） ３ 

Ｇ０１Ｃ２１ 航行装置、人・車のナビゲーション ４ 

Ｅ０４Ｄ１３ 屋根ふきと関連する特殊装置または器具；屋根排水 

（注：雪下ろし、融雪） 

２１ 

Ｈ０２Ｓ２０ ＰＶモジュール（太陽光発電）の支持構造 ３１ 

Ｇ０６Ｆ１７ デジタル計算またはデータ処理の装置または方法 ４４ 

 

５．まとめ 

 地球温暖化によって気温が上昇し、それに伴って寒さ対策の特許出願も減少しており、

技術的な対策の必要性は減少しているように見えます。ところが、年間最低気温は変わ

っておらず、生活への実際の影響は続いている可能性があります。 

一方、降雪量は減少しているものの、雪対策の特許出願は横ばい状態で、対応実施は

継続されています。 

また、技術内容は、両者共に、製品構造等の物理的な内容から、情報処理や、管理的

な内容が増加しており、デジタル技術が中心になっています。 

以上により、寒さや雪の対策の必要性は続いており、内容を変えながら、今後も技術

開発が行われるかと思われます。 

 冬季における人々の生活や産業経済の維持・発展のためには、寒さや雪の対策を目途

とする技術の開発・活性化は人類の進歩に必要な要素と理解し、今後も知的財産面から

開発の推進を図りたいと考えます。 

知財総合支援窓口は知的財産権を切り口として、産業や経済の発展に寄与すべく支援

を行いますので、ご活用をお願い致します。 

（原稿作成２０２６年１月） 
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